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令和元年 8月例会：次第（令和元年 8 月 31日開催） 

 

１.会長挨拶 

 

２.新規入会者の紹介 

  Ａ会員 そうむらこどもクリニック 院長 宗村 純平 先生 8月 1日付 

 

３.報告事項 

【会員の状況】 令和元年 7 月 

   (１)Ｂ会員の入退会 

入会者：青木 悦雄 先生  近畿健康管理センター 7月 1日付 

退会者：松本 謙二 先生  南草津病院      7月 31日付 

    遠藤 郁
かおる

 先生   南草津病院      7月 31日付 

（２）会員の状況（元年 7月末日） 

       Ａ会員： 134名、 Ｂ会員： 163 名、  合計： 297名  

 

【総  務  部】 

（１）「滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例」の制定について 

   （平成31年4月1日一部施行/令和元年10月1日全部施行） 
 条例のポイント 

1.「障害の社会モデル」の考え方を定義 

  2.合理的配慮の提供等の義務化 

  3.相談・解決の仕組みを整備 

厚生労働省において医療機関における障害者支援や合理的配慮についての事例集が作成されてい

るので、障害者差別解消法の趣旨を踏まえ当該事例集等を参考いただき、障害者が安心して医療機

関にかかることができる社会の実現に向けて理解と協力をお願いします。 

   ※ 医療機関における障害者への合理的配慮 事例集 

      https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000331883.pdf  

 

（２）小規模建築物を対象とした医療・福祉施設等の許認可等に係る建築部局及び消防部

局との情報共有について 
 今般、建築基準法の一部が改正され、本年 6 月 25 日に施行された。本改正では、空き家等を福祉

施設等へ用途変更する際の手続きを合理化し、既存建築ストックの利活用を促進するため、建築主が

建築基準法第 6条第 1項に定める特殊建築物に用途変更する場合、建築確認を要することとしていた

基準について、その用途に供する部分の床面積の合計が、従来は 100㎡を超える場合とされていたと

ころ、200㎡を超える場合に見直すこととされている。 

 これに伴い、医療・介護分野においては、小規模住宅（200㎡以下）を医療施設や福祉施設等に転

用する際、耐火構造とするための大規模改修や用途変更に伴う建築確認が不要となったとのことであ

る。 

 なお、小規模建築物の用途変更時の確認申請や消防同意は不要となるものの、建築基準法令及び消

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000331883.pdf
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防法令を遵守することは従前から変わりがないこと、また、必要に応じて、関係事業者に対して、管

轄の建築部局や消防部局に事前に相談されるよう留意願いたい。 

参照：国土交通省ホームページ 住宅局建築指導課 建築基準法の一部改正関係 技術的助言 

http://www.mlit.go.jp/common/001294996.pdf  

 

（３）令和元年度 死体検案研修会(基礎)の開催について 
今般、日本医師会より令和元年度死体検案研修会(基礎)の開催について案内があったので、参 

加希望の会員は下記ホームページより詳細をご確認いただきたい。 

開催日時：令和元年10月20日(日) 10：00～17：30(受付9：00～) 

会  場：日本医師会館1F大講堂(東京都文京区本駒込2-28-16) 

定  員：300名(先着順、定員に達し次第締切) 

受 講 料：無料(※宿泊費、交通費は各自負担) 

申込締切：令和元年9月30日(参加申込みをされた際には滋賀県医師会にもご一報ください) 

詳    細：日本医師会HP「医師のみなさまへ」→「医療安全・死因究明」コーナー  

  http://www.med.or.jp/doctor/anzen_siin/   

 

（４）令和元年度 近畿医師会連合・大阪府医師会共催 健康スポーツ医学講習会(後期) 

の開催について                    （総務資料 1）ｐ.1 
医師会事務局にて取りまとめますので、参加される先生は令和元年9月13日(金)までに、 

   事務局までお知らせ下さい。 

 

（５）病診連携の推進に係る意見交換会の開催について(6月例会時案内済み) 
    （総務資料2）ｐ.7 

医師会事務局にて取りまとめますので、参加される先生は令和元年9月30日(月)までに、 

   事務局までお知らせ下さい。 

 

（６）2019年度 日本医師会医療安全推進者養成講座「講習会」開催のご案内 

令和元年 9月 20日(金)までに直接お申し込みください。     （総務資料 3）ｐ.9 

 

（７）「中小病院における薬剤耐性菌アウトブレイク対応ガイダンス」について 

（総務資料 4）ｐ.14 

 

（８）2019年度がん征圧月間にかかる啓発資材の送付について    （総務資料 5）ｐ.19 

 

（９）第 50回滋賀県公衆衛生学会の開催ならびに演題募集について 

医師会ホームページに登載済み                   （総務資料 6）ｐ.25 

 

（10）第15回草津栗東認知症ケア・ネットワークを推進する会    （総務資料7）ｐ.29 
開催日時：令和元年10月5日(土)14:30～16:30 

   会  場：草津市立市民交流プラザ 

   例会資料の封筒内を参照。 

 

（11）日野原重明メモリアルルーム公開記念講演会のお知らせ      （総務資料 8）ｐ.30 

開催日時： 令和元年10月13日(日) 13:15～16:00 

http://www.mlit.go.jp/common/001294996.pdf
http://www.med.or.jp/doctor/anzen_siin/
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   会  場：湖邸滋びわこクラブ  大津市北小松20-8 

   参加費：1,000円 

 

（12）令和元年度小児アレルギー疾患対策医療関係者研修会の開催について 

令和元年 10月 11日(金)までに直接お申し込みください。    （総務資料 9）ｐ．32 

開催日時：令和元年10月19日(土) 15:00～17:30 
   会  場：滋賀県立総合病院 研究所講堂 

   

（13）「第 229回 大腸疾患研究会」のご案内           （総務資料 10）ｐ．37 

開催日時：令和元年9月13日(金) 18:30～20:30 
   会  場：エル・おおさか 南館 ５Ｆ 南ホール  

 

（14）救急病院等を定める省令に基づく救急病院の告示について （総務資料 11）ｐ．39 

   医療法人 マキノ病院 

 

（15）令和元年度感染症対策研修会の開催について       （総務資料 12）ｐ．42 

   医師会ホームページに登載済み。9月 6日(金)までに直接申し込みください。 

 

（16）令和元年度滋賀県肝炎医療従事者研修会について(ご案内) （総務資料 13）ｐ．47 

令和元年 9月 20日(金)までに直接お申し込みください。 

 

（17）日本医学会シンポジウムの開催について(案内)       （総務資料 14）ｐ．50 

 

 

【学  術  部】 

［医  療  安  全］ 

（１）医療事故情報収集等事業 2018 年年報および第 57回報告書の公表について 

 今般、標記報告書について、日本医療機能評価機構より公表された。同様の事例の再発防止および

発生の未然防止のため、標記報告書を活用されたい。 

 なお、詳細は（財）日本医療機能評価機構 HPに掲載 

医療事故情報収集等事業 HP http://www.med-safe.jp/  

 

（２）「使用上の注意」の改訂について 【日医常任理事通知（法安 72）】 
     下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、厚生労働省のホームページに掲載されてい

るのでご確認いただきたい。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000204124_00001.html 

☆令和元年 7月 9日付け 

①エポプロステノールナトリウム②ニボルマブ(遺伝子組換え)③バルボシクリブ④ペムブロリ

ズマブ(遺伝子組換え)⑤スギ花粉エキス原末コナヒョウヒダニ抽出エキス及びヤケヒョウヒダ

ニ抽出エキス⑥標準化スギ花粉エキス原液(舌下に投与するものに限る。)ヤケヒョウヒダニエ

キス原末・コナヒョウヒダニエキス原末⑦トラマドール塩酸塩(経口剤)トラマドール塩酸塩・

アセトアミノフェン⑧トラマドール塩酸塩(注射剤)⑨コデインリン酸塩水和物(医療用医薬品)

ジヒドロコデインリン酸塩(医療用医薬品)⑩ジヒドロコデインリン酸塩・キキョウ流エキス・

カンゾウエキス・シャゼンソウエキス・シャクヤクエキス(医療用医薬品)ジヒドロコデインリ

ン酸塩・dl-メチルエフェドリン塩酸塩・クロルフェニラミンマレイン酸塩(医療用医薬品)ジヒ

http://www.med-safe.jp/
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ドロコデインリン酸塩・ジプロフィリン・dl-メチルエフェドリン塩酸塩・ジフェンヒドラミン

サリチル酸塩・アセトアミノフェン・ブロモバレリル尿素(医療用医薬品)ジヒドロコデインリ

ン酸塩・エフェドリン塩酸塩・塩化アンモニウム(医療用医薬品)⑪コデインリン酸塩水和物含

有製剤(一般用医薬品)ジヒドロコデインリン酸塩含有製剤(一般用医薬品)⑫フェブキソスタッ

ト⑬トピロキソスタット⑭スキサメトニウム塩化物水和物⑮エチレフリン塩酸塩(注射剤)⑯フ

ェニレフリン塩酸塩(注射剤)⑰オザグレルナトリウム⑱精製ツベルクリン 

 

（３）医療事故情報収集等事業「医療安全情報 No.152」について 
  手術時のガーゼ残存① ―ガーゼカウント― 

手術時、閉創前にガーゼカウントを行ったにもかかわらず、体腔内にガーゼが残存した事例が

57件報告されているのでご留意願いたい。 

〔事例が発生した医療機関の取り組み〕 

・ガーゼを数える際は 1枚ずつ広げて確認する。 

・手術中はカウント対象外のガーゼを使用しない。 

・手術終了後、ガーゼカウントを再度行う。 

    ☆日本医療機能評価機構「医療事故情報収集等事業」のページ   

http://www.med-safe.jp/ 

     [発出元：滋賀県健康医療福祉部医療政策課 令和元年 7月 31日付(滋医政第 847号)] 

 

（４）ラブリズマブ(遺伝子組換え)製剤の使用に当たっての留意事項について 

【日医常任理事通知（地 180）】 
      今般、ラブリズマブ(遺伝子組換え)製剤(販売名:ユルトミリス点滴静注 300mg。以下「本剤」とい

う。)について、「発作性夜間ヘモグロビン尿症」を効能・効果として製造販売が承認されました。 

本剤については、承認に際し、製造販売業者による全症例を対象とした使用成績調査、適正な流通管

理の実施等がその条件として付されており、髄膜炎菌感染症の発症のリスクが高まること等が懸念さ

れているのでご留意願いたい。 

☆詳細：厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T190620I0040.pdf  

 

（５）「令和元年度の医療法第２５条第１項の規定に基づく立入検査の実施について」 

及び「医療法第２５条第１項の規定に基づく立入検査要綱の一部改正について」 
【日医会長通知 令和元年 8 月 2 日付 日医発第 469号（地 168）】 

   今般、厚生労働省医政局長より通知①「令和元年度の医療法第２５条第１項の規定に基づく立入検

査の実施について」及び通知②「医療法第２５条第１項の規定に基づく立入検査要綱の一部改正につ

いて」が発出されました。 

   通知①については、令和元年度の立入検査の実施にあたっての留意事項をまとめたものであり、地

方自治法の規定による技術的な助言とのことであり、留意事項の概要は、前年度通知と同様、「Ⅰ．安

全管理のための体制の確保等について」、「Ⅱ．院内感染防止対策について」、「Ⅲ．最近の医療機関に

おける事件等に関連する事項について」及び「Ⅳ．立入検査後の対応その他」に分けられております。 

通知②については、今後の立入検査の実施に当たっての参考として、要綱の一部が改正されたこと

についての了知を求めるものです。 

☆詳細：日本医師会会員専用ページ 

  https://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/chiiki/2019chi_168.pdf  

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T190620I0040.pdf
https://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/chiiki/2019chi_168.pdf
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【保  険  部】 

(1) 検査料の点数の取扱いについて 【日医発第 503号（保 94）】 

    （新たに保険適用が認められた検査 −令和元年 8月 1 日適用−） 

    （県医師会報 9月号に掲載予定）（日医雑誌 10 月号に掲載予定） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認められた検査・医療 

    機器等」のコーナーに掲載済 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/  

 
 (2) 公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて 

【日医発第 504 号（保 95）】（県医師会報 9 月号に掲載予定） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコーナー

に掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/  

 

(3) 医療機器の保険適用等について（8月 1日保険適用分） 

【日医発第 502 号（保 93）】 

 

 (4) 「滋賀県福祉医療費・精神障害者精神科通院医療費助成番号一覧表」（令和元年８月

１日版）について 
    （各診療所・病院には、国保連合会から今月の増減点通知等と一緒に直送済） 

 

 (5) 福祉医療費助成事業等受給者証の切替え、及び福祉医療費請求に係る窓口での資格

確認について 

（県医師会報８月号 35ページに掲載済） 

    ・各福祉実施主体者(市町)発行の福祉医療費受給(助成)券の有効期限が、毎年７月末日となってい

る（乳幼児福祉医療費助成制度は除く）ことから、８月以降、有効期限切れの受給(助成)券で受

診されることが予想される 

    ・当分の間は窓口事務において、福祉医療費受給(助成)券の有効期間及び資格の確認の徹底を図っ

ていただくことと、レセプト及び福祉医療費請求書(連名簿)の請求時には更新後の資格にて請求

いただくことにご留意願いたい 

 

 (6) 共済組合員被扶養者証の無効について 

裁判所共済組合京都支部（保険者番号31260276） 
 

    組合員証記号・番号  無効年月日    無効事由        備 考 

       122-220461   R元.7.3  組合員被扶養者証 当該組合員、被扶養者は 

の紛失のため   滋賀県大津市在住 

    （県医師会報８月号 27ページに掲載済） 

 

 (7) 解散した健康保険組合の被保険者証の取扱いについて 
（県医師会報８月号 31ページに掲載済） 

 

 (8)「第 22回中医協医療経済実態調査」への協力について【日医常任理事通知（保 101）】 

    ・中央社会保険医療協議会（中医協）において実施されている標記実態調査の調査票提出期限は、

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/
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７月１２日となっているが、現時点で半数程度の回答状況となっていることから、調査票が未提

出の客体医療機関に対し、厚生労働省医療経済実態調査事務局が設置するコールセンターより、

電話等による協力依頼の連絡が入る可能性があるとのこと 

    ・まだ提出されていない客体医療機関には本調査の趣旨をご理解のうえご協力願いたい 

（保険資料 1）ｐ．53 

 

〔その他〕 

 (9) 指定難病の追加並びに診断基準及び重症度分類等の改正等について 

【日医常任理事通知（健Ⅱ43）】（概要は県医師会報８月号 23ページに掲載済） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、「会員向け文書管理システム」のコーナーに掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_43.pdf  

 

(10) 小児慢性特定疾病の追加等について 

【日医常任理事通知（健Ⅱ44）】（概要は県医師会報８月号 24～27 ページに掲載済） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、「会員向け文書管理システム」のコーナーに掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_44.pdf  

 

(11) 特定医療費に係る自己負担上限額管理票等の記載方法について 

【日医常任理事通知（健Ⅱ50）】 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、「会員向け文書管理システム」のコーナーに掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_50.pdf  

 

(12) 障害者総合支援法の対象となる疾病の見直しに関する周知について 

【日医常任理事通知（健Ⅱ54）】 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、「会員向け文書管理システム」のコーナーに掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_54.pdf  

 
(13) 再診料に係る地域包括診療加算・認知症地域包括診療加算及び地域包括診療料・認

知症地域包括診療料の施設基準にある『慢性疾患の指導に係る適切な研修』の要件

について 

    ※標記施設基準にある『慢性疾患の指導に係る適切な研修
注)

』の要件については、前回の施設基

準届出時から２年毎に当該研修を受講したことを証明する書類を近畿厚生局滋賀事務所へ提出

する必要があるので、前回 H29年 10月 1日付け算定開始で届出受理されている医療機関にあっ

てはご留意願いたい 

    ※注）日本医師会生涯教育制度に係る研修であり、２年間で通算 20時間以上の受講が必要 

20 時間の講習の中には、カリキュラムコードとして 29 認知能の障害、74高血圧症、75

脂質異常症、76 糖尿病を含んでおり、それぞれ１時間以上の研修（座学）を受講しなけ

ればならず、かつ服薬管理、健康相談、介護保険、禁煙指導、在宅医療等の主治医機能に

関する内容が適切に含まれていなければならない 

    ☆「研修修了に関する届出」が３回目以降となる医療機関は、平成 30 年 7 月 10 日付け「疑義解釈

資料（その５）」の問４も確認のこと 

★研修要件を満たせない場合は辞退の届出を提出する 

 

 

http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_43.pdf
http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_44.pdf
http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_50.pdf
http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2019ken2_54.pdf
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【公 衆 衛 生 部】 

［地  域  保  健］ 

（１）スポーツにおけるドーピング検査に用いる検体の採取を目的とした医療機関外の場

所で行う採血の取扱いについて 
本件は、スポーツにおけるドーピングの防止活動の推進及び防止体制の強化が図られていることを

背景に、ドーピング検査に用いる検体の採取を目的とした採血（ 受検者自ら採取するものを除く） を、

医療機関外の場所で行う場合の医療法上の取り扱いを定めた。 

既存の病院又は診療所の事業としてドーピング検査における採血を行う場合で、一定の条件を満た

すものについては、新たに診療所開設の手続は要しないこととされた（ 実施計画等の提出は必要）。 

また、ドーピング検査における採血を行う場所に看護師のみ配置される場合には、採血の各過程に

おいて常時実施責任者である医師と連絡を取り指示を受けること及び緊急時には当該医師が直ちに

対応することが可能な体制の確保が求められることにご留意願いたい。 

[発出元：日本医師会長 令和元年 7月 19日付(日医発第 414号(地 147)(健Ⅰ93))] 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T190729G0010.pdf  

 

（２）「改正健康増進法の施行に関する Q&A」ついて 
今般、改正法の施行に関する事項について、厚生労働省より「改正健康増進法の施行に関するQ&A」

が公表されたのでご確認願いたい。 

[発出元：日本医師会常任理事 令和元年 7月 17日付(健Ⅱ58)] 

参照：厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000525322.pdf  

 

（３）非感染性疾患対策に資する循環器病の診療情報の活用の在り方について 
「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法」が

平成 30 年（2018 年）12 月に成立し、基本的施策の一つとして、情報の収集提供体制の整備等が挙

げられている。厚生労働省では、平成 31 年（2019 年）1 月より｢非感染性疾患対策に資する循環器

病の診療情報の活用の在り方に関する検討会｣を開催し、非感染性疾患対策に資する循環器病の診療

情報の活用の在り方について報告書に取りまとめられたので、ご参考願いたい。 

[発出元：日本医師会常任理事 令和元年 7月 17日付(健Ⅱ55)] 

参照：厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10905000/000526843.pdf  

 

（４）風しんの追加的対策における請求・支払いに係る留意事項について 
集合契約による風しんの抗体検査および風しんの第５期の定期接種の実施に係る医療機関等への

初回支払い（２０１９年７月末を予定）に向け、現在、実施主体である市区町村において請求内容の

確認作業等が進められているが、今回、ごく一部の医療機関において、乾燥弱毒生風しんワクチン（風

しん単味ワクチン）の接種など、集合契約の内容と異なる方法で実施され、かつ集合契約に係るクー

ポン券を用いた請求がなされている事例が確認された。  

請求誤りが確認できた場合であっても、初回の支払い分については、一旦、医療機関の請求額どお

りの支払いが行われる予定となっているが、当該事例に係る取扱いについては、今後、国保中央会と

調整の上、追って通知することとなっている。 

集合契約における風しんの第５期の定期接種に使用可能なワクチンは乾燥弱毒生麻しん風しん混

合ワクチン（ＭＲワクチン）のみであることについてあらためてご留意いただきたい。  

[発出元：日本医師会感染症危機管理対策室長 令和元年 7月 23日付(健Ⅱ62)] 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T190729G0010.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000525322.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10905000/000526843.pdf
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（５）「狂犬病に関するＱ＆Ａについて」の更新について 
平成 31年 3月 26日より「ラビピュール筋注用」（グラクソ・スミスクライン株式会社）が新たに

ヒト用狂犬病ワクチンとして承認され、令和元年 7 月 26 日より発売されたことに伴い、今般、厚生

労働省 HP 掲載の「狂犬病に関するＱ＆Ａについて」及び厚生労働省検疫所 FORTH の記載内容を更新

する旨、情報提供があった。 

[発出元：日本医師会感染症危機管理対策室長 令和元年 8月 2日付(健Ⅱ71)] 

〇狂犬病に関するＱ＆Ａについて（Ｑ11及びＱ17のみ更新） 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/07.html  

〇検疫所FORTH【海外渡航のためのワクチン】 

（ヒト用狂犬病ワクチンの接種方法を更新） 

https://www.forth.go.jp/useful/vaccination.html  

 

（６）猫における重症熱性血小板減少症候群（SFTS）感染の発生について 
滋賀県獣医師会から、西浅井町在住の方の飼育する猫を診察した動物病院において SFTS 感染が疑

われたため、国立感染症研究所に相談の上、検体を送付したところ、検査の結果 SFTS 陽性と判断さ

れたとの報告が令和元年 7月 26 日付けで情報提供があった。 

参考  〇重症熱性血小板減少症候群（SFTS）について（厚生労働省ホームページ） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000169522.html  

〇国立感染症研究所  

https://www.niid.go.jp/niid/ja/  

 

（７）沈降精製百日せきジブテリア破傷風不活化ポリオ(セービン株)混合ワクチンの自主

回収の対応について 医師会ホームページに登載済み   （公衆衛生資料 1）ｐ．54 

 

（８）組換え沈降Ｂ型ワクチン(酵母由来)の安定供給に係る対応について（協力依頼） 

（公衆衛生資料 2）ｐ．68 

 

（９）「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の宣言を受けたエボラ出血熱に係る

協力依頼について                  （公衆衛生資料 3）ｐ．77 
 

（10）セアカゴケグモ抗毒素の投与が必要な場合の連絡先の変更について 

（公衆衛生資料 4）ｐ．80 

 

【産 業 保 健 部】 

［産 業  保  健］ 

（１）治療と仕事の両立支援対策の推進に当たって産業医と主治医に対する周知依頼につ

いて 
厚生労働省が「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」を策定し、平成 29

年度から「地域両立支援推進チーム」を各都道府県労働局に設置し、社会的なサポート体制の構築を

行っている。こうした中、両立支援の実施にあたり、産業医と主治医の両立支援への関わりなどの課

題も浮き彫りになってきている。今後の対策として、厚生労働省では医療と職域の連携を進めるため

に「治療と仕事の両立支援ナビ」を通じて、改訂版ガイドラインや、シンポジウムの開催予定等の情

報提供を行っているので、参考にしていただきたい。 

[発出元：日本医師会長 令和元年 7月 22日付(日医発第 419号(健Ⅰ94))] 

参照：治療と仕事の両立支援ナビ（厚生労働省） 

 http://chiryoutoshigoto.mhlw.go.jp  

 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/07.html
https://www.forth.go.jp/useful/vaccination.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000169522.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/
http://chiryoutoshigoto.mhlw.go.jp/
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４.講演会・研修会等のご案内                （総務資料 15）ｐ.81 

 

５.当医師会 9月の行事予定表                （総務資料 16）ｐ.83 

 

☆★☆ 医協連絡事項 ☆★☆ 
1. 火災保険のご案内 

６月の医協連絡事項にてご案内しておりましたとおり、主要保険会社で 10月より料率改定

に伴い保険料の値上げが実施されます。改定前に長期契約へ切替をすることで保険料負担を

軽減できる可能性があります。火災保険の切替をご検討の方は９月中のお手続きが必要とな

りますので、福祉課までご一報ください。詳細につきましては、８月分の引去明細書に同封

しております折込チラシをご覧いただきますようお願いいたします。 

 

２．新・団体医療保険 保険料改定のご案内 

新・団体医療保険は、令和元年 10月 1日にて満期更改となりますが、次年度より一部の加

入タイプにおいて保険料の改定がございます。詳細につきましては、医協ニュース 8月号（P8）

に掲載しておりますのでご確認いただきますようお願いいたします。 

 

３．医療機器サマーキャンペーンのご案内 

先月送付いたしました「医師協スクエア」でもご案内しておりますが、9月 13日まで日本

光電のサマーキャンペーンとしてＡＥＤと心電計を特別価格でご案内しております。増税前

のご購入についてはお早めにお問い合わせください。 

 

４．薬価改定関連書籍のご案内 

10 月に予定されている消費税率の引き上げに伴い、2 年に一度の診療報酬および薬価基準

等の改定とは異なる臨時的な薬価改定が行われます。詳しくは 8 月分の引去明細書に同封し

ております案内書をご覧いただきご注文下さい。なお、10月 1日以降の発送分につきまして

は新税率での販売となりますので、ご注文はお早めにお願いいたします。 

 

５．滋賀県医師協同組合 第 54 期通常総代会のご案内 

第 54期通常総代会につきましては次のとおり開催予定です。総代の先生方におかれまして

はご出席のほどよろしくお願い申し上げます。 

開催日時 ： 令和 2年 5月 16日（土） 15時 30分より 

会  場 ： びわ湖大津プリンスホテル コンベンションホール 2階「淡海」 

※ 総代会終了後、17時 30分より懇親会を開催予定 

６．令和元年度 組合員親睦事業のご案内          （医協資料 1）ｐ.84 

 

開催日時 ： 令和元年 10月 5日（土） 17時 00分～19時 00分 

会  場 ： 料亭旅館  やす井(彦根市安清町 13-26) 

  内  容： 老舗料亭旅館でいただく「湖国の旬を味わう会席料理」 
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★資料は草津栗東医師会ホームページ会員ページに掲載 

Ａ会員：各自個別のＩＤ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

Ｂ会員： ID：kusakuri  パスワード：kusakuri2016 
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